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担当の人だけじゃなく
学生委員みんなで共済を考える

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 谷村 優貴乃 ] 

Tanimura.Yukino@univ.coop

【発行元】
全国大学生協連
関西北陸ブロック

共済担当の部門の人たちが、まずは学生委員内に共済を知ってもらお
うとセミナーを開きました。部門別に分けたりワークを工夫したりし
て、共済を仕組みだけでなく想いとともに全員で考えられていました。

[ 共済 ]
×

[ ともにつくる ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

日時：10月15日（火）
部会内 18:30~20:00

場所：奈良県立大学
内容：共済についての簡単な説明の後、

共済を身近に感じるワークを行った。
対象：学生委員（新学期担当と店舗担当）

共済を理解している共済担当の人達が伝え
ようとした想いが共済をまだ理解していない
学生委員全体に広がり、みんなで共済につい
て考えを深めていました。今回のセミナーで
はまず共済担当の1回生が2回生の力も借りて
自分なりに共済の魅力、たすけあいのこころ
を発表しました。共済の仕組みの説明もあり
ましたが、主に共済のたすけあいの想いを楽
しく伝えていました。学習会でしたが雰囲気
も固くなく、学生委員同士で自分なりの言葉
にして学んでいました。

まずは学生委員内でたすけあいの輪

発表者が新学期担当向けと店舗担当向けの
二手に分かれ、それぞれに対し実践的な取り
組みを提案しながら発表しており、今後の活
動に繋がりやすそうでした。また伝える内容
を伝える相手によって変更していたことから、
受け取る側も伝わりやすかったと思います。
ワークがお花連想ゲームというもので、実

生活に起こることを書き出した後、それが共
済でどのようにたすけてもらえるかをみんな
でワイワイ学んでいました。このワークから、
共済制度が自身の生活に寄り添っているもの
だと実感することが出来ました。

相手に寄り添った伝え方♡

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA


